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　Swiprosin-1 is a relative new intracellular protein reported for the first time in 2004. It has been 
suggested to associate with intracellular signaling in T-cells and lifespan of B-cells from the past results 
of research, but the roles in basophils are still unknown. The basophils play a role of type-I allergic 
reaction with mast cells, and suggested one of the commanders. From our results using the rat 
basophilic leukemic cells (RBL-2H3 cell line) as a model, Swiprosin-1 is more likely to cause degranulation 
in type-I allergic reaction. Further work is necessary to elucidate the roles of Swiprosin-1 for the 
treatment of type-I allergic reaction.


























タンパク質は，EF-hand domain contain-ing protein D2
（EFhd2）とも呼ばれている。分子量が2７-33kDaであり，
る。」とされた（図1A）。ところが2000 年 代 以 降 は，





























































































































図 3 　Swiprosin- 1 の分子構造モデル
　Swiprosin-1はN末側から一つのproline richドメイン(PR），



















順 次 カスケードを 膨 らませて 行 くことが 知 られてい
る1７～20）。
　我々は，免疫蛍光染色によって，Swiprosin-1とFcεRI










ができる 状 態 にあることが 分 かった。この 結 果 は，
Swiprosin-1がFcεRIの初期シグナルにおいて何らかの関
連を持っている可能性を示す。








な 解 析 を 行った。すなわち，Swiprosin-1のノックダウ
ン実験より，Swiprosin-1は，その独自の分子構造を介
してシグナル分子であるSykとPLC-γ2を標的として相互
作 用 することを 示 した。 この 相 互 作 用 により，
Swiprosin-1は，B細胞抗原受容体（BCR）シグナル由来
の細胞内カルシウム起動に決定的な役割を担ってい




























造 体 である。生 化 学 的 には，別 名Detergent-resistant 










集合したFcεRIは，LynなどのSrc family kinase （SFK）
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いるLynやSykが同定されるのではないかと予想したが，
高いスコアで該当したタンパク質は，Vimentinであっ


























































合 していた。特 に 約50 kDaのタンパク 質 のチロシンリ
ン酸化は抗原刺激によって顕著に増加し，Swiprosin-1




図 5 　Swiprosin- 1 会合タンパク質の探索
A. RBL-2H3（1.0 ×107 cells/sample）にIgE（抗DNPモノク
ローナル 抗 体）を 添 加 した 後，over night培 養 し，抗 原
（DNP）で 1 時間刺激した。刺激後，細胞を500μLの細胞





激 の － と ＋ レーンから 切 り 出 し，MALDI TOF-MSによる
Peptide mass fingerprintを行った。写真は，解析に用いた富
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図 6 　RBL-2H3における Swiprosin- 1 とVimentinの局在
　RBL-2H3（ 2 ×105 cells/well）をゼラチンコーティングし
たカバーガラスを 入 れた12 well plateで 培 養 し，IgE（抗
DNPモノクローナル抗体）でover night感作し，抗原（DNP）
で 5 分間刺激した後， 4 % formaldehyde/PBSにより細胞を
固 定 した。次 に，0.1% TritonX100で 5 分 間 透 過 処 理 後，
anti-Swiprosin- 1 + Dylight 488及びanti-Vimentin特異抗体 + 
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